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ガス給湯器は、機器
の設計を行う際に

標準的に使用され
た場合、安全に支障

なく使用で

きる年数（設計標準
使用期間）を10年

と定めています。こ
の10年を超えます

と経年劣化

のリスクが高まり、
ガス漏れや不完全

燃焼を起こす危険
性が出てきます。万

が一の場合に

備え、１０年たった
ら点検または買い

替えをおすすめしま
す。

いまお使いのガス給湯器

ガス給湯器の点検・買い替
えの目安は

■ リモコン操作
●正常にリモコン操作が
　きかなくなった
●たびたび
　エラーが表示
　されるようになった

■ 機器の外観
●機器がススで
　汚れている
●機器の下から
　水漏れがしている
機器内部の
部品劣化などにより、
ガス漏れやＣＯ中毒を
起こすおそれがあります。

■ 音や臭い
●機器から大きな音が
　するようになった
●機器を使うと焦げた
　臭いや異臭がする

10年

長期間
使用している製品は
部品などの劣化により
事故発生のおそれが

あります！

機器やリモコンの故障など原因は
さまざまで、早めの点検が必要です。

10年です。
■ 給湯・おいだき
●お湯が熱くなったり
　ぬるくなったり
　するようになった

設定温度と違う熱湯が
出たりすることで、
ヤケドのおそれが
あります。

点火装置の不良による
異常着火や
不完全燃焼によりＣＯ中毒を
起こすおそれがあります。

このような
兆候に気づいたら
それは経年劣化の
サインです！


